
倫理審査委員会議事録　平成２１年度第１回（平成２１年５月２９日）

受付番号１

課　題

申請者

判　定

受付番号２

課　題

申請者

受付番号３

課　題

申請者

受付番号４

課　題

申請者

研究概要
○氏の発声と指しゃぶりの要因を分析する。生活リズムを1日のタイムスケ
ジュールで分析し、今後、日常生活を見直すことで発声・指しゃぶりの減少
につなげる。

判　定
条件付承認
説明文書添付、同意書の不備（病院名を記載）、同意撤回書の添付

結核に対する看護師の認識度調査

看護師　梅木　里美

承認

胃瘻スキントラブル症例への対応～ウレタンフォームを使用して～

条件付承認
説明文書の添付

認知症高齢患者の潜在能力を引き出す関わり～食べることへの関わり～

看護師　蔵田　亜矢

保健師・看護師の結核罹患率は一般女性に比べ４．３倍と言われており、
感染防止対策のためにも正しい知識が必要である。しかし、結核病棟に配
置換となった際、マスクの装着方法やDOTSに関しての質問があるなど結
核に関する認識が低い現状である。このため今後のオリエンテーションの
方法や院内研修内容の再検討を行うため当院の看護師に結核の基本的
な認識度調査を行う。

研究概要

看護師　橘　千夏子

研究概要
胃瘻カテーテルの外部バンパーと腹壁の間にウレタンフォームを入れ、胃
瘻カテーテルを腹壁に垂直に保持し圧迫を解除することでスキントラブル
が改善するか検証する

判　定

研究概要

判　定

認知症高齢患者は、入院による行動制限や環境の変化により機能低下を
来しやすい。潜在能力を引き出す関わりがQOLの観点からも重要である。
その中でも食べることへの関わりは食べる楽しみを取り戻す意味からも必
要であると考える。そこで誤嚥性肺炎を繰り返すためIVH施行中の認知症
患者に潜在能力を引き出し食べることが出来るよう積極的関わり、その関
わりを観察し分析する。

条件付承認
申請書記載不備

重症心身障害者○氏の生活リズムの中から発声と指しゃぶりの原因を分
析する

看護師　原島　顕子



受付番号５

課　題

申請者

判　定

研究概要
1年間で７kg体重が増加した経腸栄養患者がいたため、長期臥床患者の適
正体重、適正エネルギー量についての基準を作成するため基礎代謝を測
定し適正エネルギー投与量を検討する。

承認

長期臥床の経腸栄養患者のエネルギー投与量における基礎代謝測定の
有用性について

看護師　坂下　優美


